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団体名

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組んだ視点（事業）

視点

事業名 語らいセミナー 決算額

視点

事業名 災害用具購入 決算額

視点

事業名 センターまつり 決算額

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

△

②災害の教訓から防災用具を揃えました。これからも必要な用具を揃えたいです 〇

〇

４　総括

【各地区協議会分】

５　事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

③
地域内にある伝統芸能の保存、伝承、発表の場を設ける

１００，０００円

検証（成果、来年度以降への改善点等）

①大雨災害で日程が大幅に狂いましたが実施できて良かったです。抽出した問題点を解
決していきたいです。

③阿東地域交流センターが開館して初めての発表会でした。地域の伝統芸能一堂に会
して披露できて喜ばれました。

阿東地域づくり協議会

美緑（みりょく）あるまちづくり、考えてみよういね、やってみよういね

①
阿東の課題・解決策について話し合う

９４，７２８円

②
大雨災害を体験して災害用具の備蓄

５２４，４３７円

　大雨災害に見舞われ、中止になった事業も多く　自主防災、安心安全のまちづくりを改めて考えさせられま
した。

４，５８３，３６５円

（事務員等の雇用人数）　事務局長1人　事務局員６人

（運営費の主な内容）事務局人件費

（成果・評価）　年間を通じて滞りなく事務局運営をおこないました

（今後に向けて）

よりスムーズに運営できるようにします

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）



（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

ふれあい推進活動（渓谷夏祭りINしのぶ）

７０，０３２円

（実施内容）災害により中止

（実施時期）災害により中止

（参加人数）災害により中止

（成果）災害により中止

ふれあい推進活動（生雲ふれあいフェスタ）

１５０，０００円

（評価）災害により中止

けた。

（今後に向けて）当日は中止となったが、当日までの実行委員会で地域の様々な意見が聞

（実施内容）地域住民による演芸や、各種バザーを行った。

きている。変わったこともしたい。

（成果）過疎が進む中でも、生雲住民が一丸となって花火大会をすることができた。

（実施時期）平成２５年６月２日

（参加人数）約３５０人

（成果）たくさんの方の参加により、交流やふれあいが深まった。

（評価）雨の中たくさんの方にご来場いただき、イベントは成功に終わった。

（今後に向けて）もっと早めに準備をする。

ふれあい推進活動（サマーナイトフェスタ）

６０，０００円

（今後に向けて）自分たちだけでの運営が難しくなってきていて、スタッフも消極的になって

（評価）マンネリ化してきている。

（参加人数）約１，４００人

（実施時期）平成２５年８月１４日

（実施内容）地域住民と帰省者との交流イベント。花火実施。

（評価）「孫と一緒に」という方もおられ、毎年楽しみにしていただいているようです。

（今後に向けて）参加者は減少傾向だが、このまま続けて盛り上げて生きたい。

ふれあい推進活動（生雲新春交流会）

２０，０００円

（実施内容）地元住民と帰省者で一緒に新年を向かえ、お汁粉を食べたりくじ引きをする。

（実施時期）平成２５年１２月３１日～平成２６年１月１日

（参加人数）約１４０人

（成果）初めての方、毎年こられる方など、普段と違う交流ができた。



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

で、地域内の各団体が協力し心のこもった取り組みとなった。また、保育園児、中学生の協力

もあり、地域での敬老意識の啓発に大きな成果が見られた。

高まった。

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（評価）たくさんの実行委員の方に協力してもらった

（今後に向けて）来年は復興祭として盛大に祭りを開催したい

ふれあい推進活動（徳佐夏まつり）

１５９，８６０円

（実施内容）ふるさと徳佐夏まつりは７月２８日の豪雨災害で中止になった

（実施時期）　中止

（今後に向けて）次年度以降の取り組みとして実施予定。

（参加人数）　中止

（成果）祭りの準備にかかった経費を精算した

ふれあい推進活動（夏祭り盆踊り大会の活性化）

９，０００円

（実施内容）災害により中止

（実施時期）平成２５年８月実施予定であったが中止

（参加人数）

（成果）災害により実施を見合わせたが、提灯の購入を実施した。

（評価）

ふれあい推進活動（地福いきいきフェスタ）

６１，０００円

（実施内容）地域内の６５歳以上の高齢者に対して、敬老の意をこめてフェスタを開催した。

（実施時期）平成２５年１０月

（参加人数）１００名

（成果）地域を支えてこられた高齢者の皆さんに感謝の気持ちをこめてフェスタを実施したこと

（評価）地域が主体となった敬老行事の実施により、高齢者を地域で支える取り組みの意識が

（今後に向けて）地域の絆を深める取り組みとして、今後の継続を望む声が多くあった。

ふれあい推進活動（嘉年ふれあい運動会）

７５，０００円

（実施内容）地区住民の親睦を図り、世代間交流と地域の連携を図るため、小学校と合同の

運動会を実施した。

（実施時期）平成２５年１０月２０日

（参加人数）３２０人

（成果）今年度は、豪雨災害で多くの被害を受けた集落は全員参加が難しいことから、４部

に分けての対抗は中止し、参加できる者で当日紅白に分かれて競技を行った。

（評価）豪雨災害の関係から、参加者は少なくなると考えていたが、多くの参加者があった。

今回は、対抗戦とせず、参加したい競技に出られるようにしたことから、気楽に楽しく参加

してもらえた。

（今後に向けて）今年限りのルールで競技を実施したが、実施方法については好評だった

ため、対抗の意識を薄めるよう検討する。



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（成果）嘉年地区のみならず地区外からの出品もあり、前回より出品数が増加し、多くの来場

ふれあい推進活動（嘉年かかし祭り）

５７，０００円

（実施内容）農作物の豊作や、交通安全などを祈願し、親睦を深めながら住民総参加による

地域づくりを目指して実施した。

（実施時期）平成２５年７月２８日～平成２５年８月３１日

（参加人数）延べ１，５００人

者があった。

（評価）今年新たに「案山子部門」を作ったことから、出品団体も増加し盛会であった。

（今後に向けて）人口減、高齢化等によりかかし製作も困難になってきているが、出品方法

などを工夫し継続に務める。

（成果）豪雨災害のため大会は中止した。代わりにグランドゴルフの用具を購入したため、

購入計画が繰り上げられた。

（評価）大会が中止となり、地域住民のふれあいの機会が失われた。

（今後に向けて）計画的に用具購入を進めているが、まだ不足しているため、今後も用具

（成果）事業中止で成果無し。

購入を進める。

ふれあい推進活動（グランドゴルフ大会）

６０，０００円

（実施内容）農繁期終了時に地区全体に呼びかけて大会を実施する。また用具が不足して

入るため、用具を購入した。大会は、豪雨のため中止した。

（実施時期）平成２５年１１月１５日（用具購入）

（参加人数）　０人

ふれあい推進活動（嘉年夏祭り）

４３，６８０円

（実施内容）地区民と帰省者等とのふれあい交流を進めるため、夏祭り開催を予定していた

が、豪雨災害のため中止したが、前もって、盆提灯、花火セットを購入した。

（実施時期）平成２５年８月１４日（中止）

（参加人数）　０人

（評価）評価できない。

（今後に向けて）購入済の盆提灯、花火は翌年に使用する。

広報活動（生雲広報紙発行）

４６，９００円

（実施内容）「生雲八景」（広報紙）を年２回発行。

（実施時期）平成２５年１０月、３月

（参加人数）　約１，２００人

（成果）地域住民に、イベント・出来事等広く知っていただけたと思う。

（評価）地域のイベントや事業について理解いただいた。

（今後に向けて）発行後反省点も多く、もう少し広報紙作成のスキルアップを図りたい。

もっと見やすいものを作りたい。



事業名

事業費

事業概要

することができた。

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

かった。

広報活動（徳佐地域づくりだより発行）

５８，８００円

（実施内容）徳佐の広報誌を年２回発行した

（実施時期）２５年１０月、２６年２月

広報活動（観光案内看板設置）

（参加人数）約２，３００人

（成果）徳佐地区全戸に配布した

２００，５５０円

（実施内容）阿東の観光名所をマップ形式で作成　

（実施時期）平成２６年３月２７日

（参加人数）８名

（成果）花見時期に合わせることができた

（評価）キャラクター、看板デザインを依頼して見やすい看板ができた

（今後に向けて）観光客の動向を観察しながら、阿東内の回遊につながるようにしたい

３００，０００円

（実施内容）音響を購入し地域イベントに役立てる。

地域振興活動推進（イベント用音響器材購入）

（実施時期）平成25年7月27日

（評価）作成したパンフレットを配布することにより、地福の良さを知ってもらうきっかけとなった。

（評価）徳佐地区の住民に情報提供できた

（今後に向けて）年２回発行したい

（今後に向けて）高齢者世代からみた地域の良さを伝えるパンフレットにつなげていきたい。

広報活動（地福パンフレット作成）

３２，３４０円

（実施内容）母親世代を中心に地福のパンフレットを作成した。

（実施時期）平成２５年５月

（参加人数）１０名

（成果）母親世代が改めて地域を知るきっかけになり、親子で地域内で楽しめるスポットを発掘

（参加人数）なし

（成果）体育祭に使用し、役立った。

（評価）盆おどりなどのイベントが災害により中止になり、今年度の使用が体育祭しかな

（今後に向けて）管理をきちんと行う。地域イベントに役立てる。



事業名

事業費

えみの郷トイトイにて意見集約等の学習会を開催した。

事業概要

組むべきかの意見集約を行うことができた。

づくりビジョンを描くきっかけとなった。

事業名

事業費

将来イメージについての意見交換など、地域おこし協力隊を交えた交流会を実施した。

事業概要

の取り組みについて、意見交換ができ今後の地域づくりの中で核となるべき世代に地域づくり

に対しての意識啓発ができたのではないか。

ともに地域の将来像を描く仲間として交流できたことは評価に値する。

事業名

事業費

事業概要

ことで、伝統行事トイトイを周知する機会となった。

事業名

事業費

事業概要

地域振興活動推進（高岳登山道整備）

１６，６２５円

（実施内容）高岳登山道の草刈り整備をした

（実施時期）平成２５年１２月　５日

（参加人数）３人

（成果）土砂崩れで登山道が壊れていたが整備できた

（評価）登山道が崩れている箇所も確認できた

（今後に向けて）今後も整備を続けたい

（評価）地域拠点トイトイに地域内の意見が集約する仕組みをつくることで、地域主体の地域

（今後に向けて）地域住民が主体的に取り組むことで、より効果的な地域づくりが実現するよ

う、将来構想である夢プランを中心に、地域の将来像を地域で共有する必要がある。

（評価）地域おこし協力隊の取り組みが成果を挙げるために、地域との連携が不可欠であり、

地域振興活動推進（夢プランづくりへの取り組み）

３０，０００円

（実施内容）地福の将来構想である夢プラン作成のため、地域交流拠点として運営するほほ

（実施時期）１１月、２月

（参加人数）延べ５０人

（成果）地域内の各世代に将来のふるさとのあるべき姿をイメージしてもらうことで、今何を取り

地域振興活動推進（地域リーダー交流会の実施）

１６，０００円

（実施内容）次世代の地域を担う世代（３０代～４０代）を中心に、地域資源の活用及び地域の

（実施時期）平成２６年３月

（参加人数）１２名

（成果）地域で活用する人材と、地域おこし協力隊が交流することで、より効果的な地域活性化

（今後に向けて）中山間地域の抱える諸問題に対して、それぞれが主体的に関わることで、新

しい視点での地域づくりを検討していきたい。

地域振興活動推進（トイトイストラップ体験教室）

２０，０００円

（実施内容）クリスマスナイトフェスティバル内に体験ブースを設置し実施した。

（実施時期）平成２５年１２月

（参加人数）約５０名

（成果）地域内で他地域からも参加の多いイベントで、トイトイストラップづくりの体験を実施する

（評価）地福トイトイに対して関心も高く、身近に感じることできるストラップづくりは好評であった。

（今後に向けて）通年での取り組みとして、このような体験教室等の実施を検討したい。



事業名

事業費

事業概要

（３）地域福祉

事業名

事業費

映画の上映、防災についての話もあわせて行った。

事業概要

事業名

事業費

実施した。

事業概要

解決へ向けての意見交換を行うことができた。

きっかけになったのではないか。

事業名

事業費

事業概要

（成果）勉強会を通して真剣に考えることができた

（評価）地域のニーズを確認できた

（今後に向けて）阿東の生活課題を共有できるよう実践を重ねたい

（実施内容）阿東地区に移住してこられた方との交流会

（実施時期）平成２６年３月２日

（参加人数）３０人

（成果）阿東に移住して地域の活性化に協力してもらう

１４，０７０円

福祉的生活向上研修会

（実施内容）出会いと交流の場所づくりを考える勉強会の開催

（実施時期）平成２５年１２月８日、２６年３月９日

（参加人数）　　　１８人　　　　　　１２人

地域振興活動推進（移住者との交流会）

（実施内容）地福いきいきフェスタにおいて、地域内サロンの情報交換及び交流の場づくりを

（実施時期）平成２５年１０月

１０，０００円

（評価）Ｉターン・Ｕターンの人たちと意見交換ができた

（今後に向けて）空き家情報を発信して移住者を増やしたい

（参加人数）１００名

（成果）地域内のいきいきサロンの取り組みについて、情報交換を行うことで、課題の共有や

（評価）高齢者が高齢者を支えるサロン活動の現状に対して、地域で解決策を考える良い

（今後に向けて）高齢者の安否確認の含め、定期的に開催する。

高齢者福祉（サロン交流の場づくり）

３０，０００円

（実施時期）平成２５年１１月１０日（日）

（参加人数）６０人

（成果）多くの高齢者に参加していただき、楽しい時間を過ごすことができた。

（評価）高齢者に憩いの時間を与えられ、高齢者の健康意識、防災意識が高まった。

（実施内容）一人暮らし、高齢世帯の方を招待し、昼食会を開催した。また、健康相談や、

高齢者福祉（お達者交遊会）

２０，０００円

（今後に向けて）送迎等課題はあるが、次年度以降も継続していきたい取り組みである。



事業名

事業費

事業概要

関心を高め、健康づくり意識の啓発を行うことを目的とし実施。

イベントの実施は効果的であると考える。

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（４）安心・安全

事業名

事業費

事業概要

（参加人数）　　８５人　　　　　　２５人　　　　　

（成果）楽しく交流できた　食の安全安心に基づいて食品の管理等勉強できた

（評価）イベント等での食事の提供、炊き出しなど気を付けることが確認できた

５４，７２０円

（実施内容）小学生、婦人会、障害者交流会。講師による勉強会、調理実習、

（実施時期）平成２５年７月１０日　　　　　　　　　　２６年１月２１日

６１，６７５円

（実施内容）「食の情報を読む」講演会、リフレッシュ運動をした

（実施時期）平成２５年１２月１日

（参加人数）５０人

（今後に向けて）衛生面等に気を付けながら交流会、イベント等企画したい

三世代交流（婦人会三世代交流）

（今後に向けて）いろんなイベントで使用したい

（実施内容）防災写真を貼るボードの購入

（実施時期）平成２５年１２月１０日

（成果）実際に体を動かしわかりやすかった

（評価）参加者も多く豚汁をおいしく食べた　参加賞も好評だった

（今後に向けて）講演も運動ももう少し長い時間できればよかった

防災組織の立ち上げ（防災組織認定拡大）

２７，８６０円

（参加人数）

（実施時期）平成２５年１１月

（参加人数）６０名

健康づくり（健康づくり講演会）

（評価）地域の関心を高める取り組みとして、他世代が交流を深めることのできるウォーキング

（今後に向けて）地福八十八ヶ所の整備とウォーキングマップの作成を検討している。

（実施内容）ふれあい健康ウォークの実施のためのウォーキングルート整備等

健康づくり（地福ふれあい健康ウォーク）

２０，０００円

（成果）地福八十八ヶ所巡りと連携したウォーキングイベントの開催を通じ、地域の歴史への

（成果）防災会議、イベントに貸出できる

（評価）写真が見やすくなった



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

交換を実施し、今後の課題等協議した。

事業概要

について、問題意識を持つことにつながった。

となった。

（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

環境啓発事業（クリーンキャンペーン）

３４，８０６円

（実施内容）自治会周辺、交流センター周辺の清掃、がんぜき等掃除用具購入

（今後に向けて）清掃一斉日を決めて実施したい

環境啓発事業（小中学校奉仕活動支援）

１２，３５０円

（実施内容）阿東中周辺のしだれ桜の枝の移動、雑草刈りと撤去

（実施時期）平成２５年７月１６日

（参加人数）１１８人

（実施時期）平成２５年１１月２３日

（参加人数）約８０人

（成果）駐車場周辺の草取り、清掃ができた

（評価）自治会には国道脇広場の清掃もしてもらった

（成果）次世代のリーダーとなるべき世代（３０代～４０代）が高齢化の進む地域の緊急時の課題

（実施内容）豪雨災害後、ボランティアセンターに参加した者で、災害現場の状況確認と意見

（実施時期）平成２５年９月

（参加人数）約２０名

（評価）地域リーダーとなるべき若い世代が、地域課題について主体的に取り組むきっかけ

あるネットワークを構築することが急務である。

（成果）お互い協力して環境整備に貢献できた

（評価）清掃の意義やふるさとのしだれ桜を守っていこうという心の教育ができた

（今後に向けて）年２回実施したい

（今後に向けて）地域内高齢化の現状から、地域内で防災意識を高め、災害時に実効力の

（評価）今までもまちづくりの必要性や自治活動について考えてきたが、今回の講話が、

最も有効であった。

（今後に向けて）欠席者が多いので、会員意識をどう高めるか検討する。

自主防災啓発（災害ボランティアの取り組み）

（成果）今後の自治活動において参考になる話を聞くことができた。

（実施内容）講師を招き「協働のまちづくり」について講演会を開催し、意見交換も行った。

自主防災啓発（自主防災研修）

２０，０００円

（実施時期）平成２５年１１月１０日（日）

（参加人数）約３０名

２０，０００円



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

たれている。今年度は、災害により地福駅が実質的に終着駅となったため、特にトイレ利用者

は増加している。

を管理することで喜ばれている。

（成果）小学生も参加し、次世代への引継ぎができた。

環境実践事業（桜の園づくり）

９０，０００円

（実施内容）しだれ桜を小学生と共に９本植えた。

（実施時期）平成２５年８月２８日．１１月２０日

（成果）地福駅の清掃及びトイレの管理を地元自治会が実施することにより、駅が清潔に保

（今後に向けて）地元自治会とJRの関係が円滑に保たれるよう、調整を図ることが課題である。

（評価）子供や保護者も手伝って順調に作業が進んだ。

（参加人数）１５人

（今後に向けて）看板を整備し、地域住民の憩いの場にしていきたい。

（参加人数）約１４０人

（成果）地域づくりの意識を高めることができた。

（評価）雨の中たくさんの方々にご来場いただき成功に終わった。

（今後に向けて）もっと早めに準備する。

（実施内容）小学校運動場、旧校舎跡地等の除草、草刈作業

（実施時期）平成２５年６月９日（日）、８月２８日（水）

（今後に向けて）剪定や清掃なども行う。

環境実践事業（地域清掃活動）

１５，０００円

（参加人数）20人

（成果）雪が残る寒い時期ではあったが、地域の有志により植樹した。

（評価）数年後、木々が大きくなれば素晴らしい景観になると考えられる。

（実施時期）平成２６年１月２４日

（実施内容）長門峡渓谷へもみじの木を植樹した。

環境実践事業（もみじの木植樹）

（評価）地域の公共の足として、JR山口線を利用される方にとって、駅を清潔に保ち、トイレ

環境実践事業（地福駅清掃補助）

２０，０００円

（実施内容）地福駅の清掃活動

（実施時期）随時

（参加人数）惣原自治会

５０，０００円



事業名

事業費

事業概要

より十分な生育はみられなかった。

て、活動が開始されたことが大きな成果であると考える。

事業名

事業費

意識啓発。

事業概要

環境美化標語募集により、環境美化の意識が高まった。

高齢者まで多世帯にわたり、環境美化意識を共有することができた。

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（成果）安心安全な堆肥が作れた

（評価）安心安全な野菜が収穫できて健康面にも良い

（今後に向けて）生ごみの減量につなげたい

（今後に向けて）もっと多くの自治会に配りたい

環境実践事業（ＥＭ菌使用堆肥づくり）

１９，８１０円

（実施内容）ＥＭ菌を使って活性液を作り　安心安全な野菜づくりを推奨した

（実施時期）平成２６年３月２７日

（参加人数）７人

（今後に向けて）次年度以降も継続した取り組みとして事業を行い、他世代交流の場、健康増

環境実践事業（旧地福支所跡地公園化）

７０，０００円

（実施内容）旧地福支所跡地の芝生化

（実施時期）平成２５年６月

（参加人数）５０名

（参加人数）１７か所

（成果）保育園、小中学校にも配った

（評価）きれいな花を見てもらえた

（成果）旧地福支所跡地の公園化に向けて、芝苗の植え付けを実施した。災害による断水に

（評価）地域住民が気軽に集え、子どもからお年寄りまでが交流できる場としての公園化に向け

進の場としての公園化に取り組みたい。

環境実践事業（実施団体への補助）

２０，０００円

（実施内容）青少年健全育成市民会議における環境美化活動ならびに標語看板設置による

環境実践事業（花いっぱい運動）

（実施時期）平成２５年６月．１０月．平成２６年３月

（参加人数）環境美化延べ２０名、標語募集３０名

（成果）国道チェーン着脱場のゴミ拾い及び地域内の小中学生による環境美化標語募集により、

（評価）環境美化への取り組みは地域で安心して暮らすうえで不可欠であることから、子どもから

（今後に向けて）山口線沿線の美化活動とあわせ、今後も継続した意識啓発が求められる。

（実施時期）平成２５年１１月～１２月

５０，０００円

（実施内容）パンジーのプランターを自治会に配った



事業名

事業費

年２回の草刈、桜の天狗棲病駆除作業を行った。また、豪雨で斜面が崩れ流れ落ちた桜等

の復旧移植工事を行った。

　　　　　　　天狗棲病駆除　平成２６年３月９日

　　　　　　　復旧移植工事　平成２６年２月２４日

事業概要

病のついた枝を切り落とすことにより、桜の樹勢も保たれ多くの花を咲かせる。災害で、流さ

れた桜等は植樹していた近くに移植復旧させた。

（６）地域個性創出

事業名

事業費

グループに分かれて肝だめしも行った。

事業概要

事業名

事業費

おみこしを担いで練り歩きました。

事業概要

（今後に向けて）草刈については、勾配が急で高齢者には無理がある。若者の参画を

進めていく必要がある。天狗棲病については、ソメイヨシノは病気がつきやすいため、毎年

（今後に向けて）早期に準備にとりかかり、コース沿いにお住まいの方々にも参加していただ

（今後に向けて）行事への参加を通じて、もっと地域の方たちと交流を深めたい。

（参加人数）約１００人

（成果）他地域からの参加もあり盛り上がった。

（評価）地域の方々に子どもたちの元気な姿を見ていただいた。

伝統行事等の継承（秋祭り子どもみこし）

１５，０００円

（参加人数）約１００人

環境実践事業（和田山公園整備）

１２２，８９８円

（実施内容）阿東町時代に桜等を植樹し、公園化された場所を管理する。

（実施時期）草刈　平成２５年７月２２日・１１月３０日

（参加人数）　延べ３８人（工事請負は除く）

（成果）自然や暗闇に畏怖の念を感じながら、人とのつながりを感じてもらえた。

（評価）準備不足で反省点が多くあった。

けるシステムにしたい。

（成果）公園内に繁茂した雑草を刈り払うことにより、より良い環境が保たれる。また、天狗棲

観察し駆除する必要がある。

伝統行事等の継承（肝だめし会）

１５，０００円

（実施内容）保護者が作ったカレーを食べた後、生雲の歴史や怖い話を聞いた。その後、

（実施時期）平成２５年７月２０日（土）

（評価）この事業により、公園の保全美化に役立った。

（実施内容）生雲市通りから阿東老人ホームまで園児、小学生、中学生及び保護者が、

（実施時期）平成２５年１０月６日（日）



事業名

事業費

事業概要

知ることができた。

作ることができた。

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

行った。

事業概要

事業名

事業費

事業概要

してふさわしいイベントとして実施することができ、地域の誇りとなった。

る取り組みとして継続することができた。

（成果）雨天により参加人数は例年より少なかったが、チャリティーコンサートのおかげで

（評価）雨天により集客数は少なかったが、地元住民の熱意は例年以上あった。

（実施時期）平成２５年１０月６日（日）

（実施時期）平成２６年１月１１日（土）

（参加人数）約１００人

（成果）どんど焼きについて６年生が調べて発表することで、参加者がどんど焼きについて

（評価）正月飾りを持って来てくださる方が増えてきた。連凧づくりはみんなで力を合わせて

（今後に向けて）子どもたちの人数か減ってきているが、現行のまま実施したい。

（参加人数）1,500人

（評価）若者の集いの場所となり、新たに参加する人が増えた。

伝統行事等の継承（生雲どんど）

１５，０００円

（実施内容）どんど焼きと正月遊びの体験（連凧）

（実施時期）平成25年11月3日

（今後に向けて）地域の活性化につながる様に活動する。

イベント事業（長門峡もみじ祭り）

２００，０００円

（実施内容）長門峡もみじ祭りに歌手の山本譲二氏をお招きし、チャリティーコンサートとして

（実施内容）秋祭りの奴道中の参加。花車の巡業（組立て、解体）

（参加人数）約１００人

（成果）地域の交流の機会として活用された。

義援金は多く集まった。

伝統行事等の継承（花車巡業）

４０，０００円

（実施時期）平成２５年１２月

１００，０００円

（実施内容）２０回目を迎えたフェスティバルに支援を実施した。

イベント事業（Xマスフェスティバル２０周年事業）

（今後に向けて）後日行われた反省会での提案を基に来年行う。

（参加人数）５００名

（成果）２０回目となった記念のフェスティバルにおいて、花火の打ち上げや電飾など２０回目と

（評価）２０回続いたことで、地福のシンボルとなったツリーを地域住民が誇りに感じることのでき

（今後に向けて）世代を超えたふれあいの場として、今後も継続していくよう期待している。



事業名

事業費

イベントを実施した。

事業概要

地域住民がおもてなし企画に参加した。

となった。

事業名

事業費

事業概要

取り組みの進捗状況を報告することができた。

今後の協力つながると考えている。

事業名

事業費

事業概要

ふれあいの機会を創出することができた。

して、父親世代が中心となり子供縁日を開催することで、地域づくりに参加する効果があった。

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）SLだけでなく山口線を地域資源として大切にし、地域活性化につなげて行き

（今後に向けて）小学校でピアノを活用してのコンサートを続けたい

イベント事業（春・秋コンサート）

１３０，０００円

（実施内容）ピアノコンサート・童謡コンサート

（実施時期）5月３１日　　　　　　　　１０月３１日

イベント事業（SLお出迎えイベントの実施）

８０，０００円

（実施内容）災害により運休していたSL山口号の運転再開にあわせて、地域でお出迎えの

（実施時期）平成２５年１１月

（参加人数）１００名

（成果）イベント実施を通じて、山口線及びSLを地域資源として再認識することができ、多くの

（評価）SLおもてなしの取り組みを通じて、地域住民が主体的に地域活性化に取り組むきっかけ

たい。

イベント事業（さくらの会イベント支援）

７０，０００円

（実施内容）さくらの会で植樹した桜のお披露目として実施

（実施時期）平成２５年４月

（参加人数）２００名

を提供したい。

（成果）さくら小学校に植樹したさくらのお披露目としてイベントを実施することで、地域内に

（評価）地域活性化の取り組みとして実施した桜の植樹の経過を地域住民に周知することで、

（今後に向けて）さくらの会の取り組みを、広く周知し住民に協力者を不焼くことが必要である。

イベント事業（秋祭りこども縁日の実施）

３０，０００円

（実施内容）地福八幡宮秋季大祭にあわせて、ほほえみの郷トイトイ前で子供縁日を実施

（成果）地域の方も招待して楽しく童謡を歌った

（評価）本格的な音楽を聴くことがないので皆さんに喜ばれた

（今後に向けて）地域活性化にさらに父親世代を巻き込み、次世代リーダーとして活躍の機会

（参加人数）　１００人　　　　　　　７０人

（実施時期）平成２５年１０月

（参加人数）６０名

（成果）地域行事である八幡宮秋季大祭にあわせて、子供縁日を実施することで、多世代の

（評価）人口減少から、業者の出展もなく祭りが寂しくなっていたが、地域活性会の取り組みと



事業名

事業費

マウス」のコンサートを開催した。また、児童とのふれあいを深めるため、冬に花火も打ち

上げた。

事業概要

となっていることから、多くの参加者があった。

事業名

事業費

事業概要

ないか。

当日に活動できる人が集まらず、やむなく中止しなければならなかった。

事業名

事業費

事業概要

（実施内容）嘉年小学校児童と児童を見守る地域住民との交流を深めるため、「マウンテン

（実施時期）平成２６年１月２９日

（参加人数）８５人

（成果）マウンテンマウスが歌う「どう嘉年、好き嘉年、元気嘉年」は嘉年を元気づける歌

（実施時期）毎月第２、第４水曜日

（参加人数）６名

（成果）小学生のために喜ぶ絵本の購入ができた

（評価）紙芝居の舞台も購入して活動が広がった

（今後に向けて）充実した本を選びたい

（実施内容）読み聞かせに使う大型絵本の購入

（評価）児童が少なくなる中、日頃話す機会のない地域の人たちに元気を与えられる。

事業と考えている。今後もこうした事業を進めていく。

子育て支援（読み聞かせ「ポケット」）

１５，０００円

（今後に向けて）保護者や地域の人に、読み聞かせることへの関心を持っていただける

（今後に向けて）過疎化が進む地域にあって、世代を超えたふれあいの場として重要な

読み聞かせ親子教室

４０，０００円

イベント事業（ふれあいコンサート）

（実施内容）生雲の小学校、保育園及び分館等で読み聞かせやペープサートをした。

（実施時期）月１～２回

（参加人数）約３００人

（成果）楽しみにしている子どももいて本を読むことへの探究心の獲得に貢献できたのでは

（評価）ペープサートやパネルシアターで、本への興味を持たせることができた。読み聞かせ

方法を考えて生きたい。

３７，８４２円



【阿東全体分】

５　事業内容

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（実施内容）ホームページ作成の委託料　ソフト購入

（実施時期）平成２５年６月～平成２６年３月

（参加人数）６人

（成果）ホームページソフトを購入してより良いホームページを作った

（評価）見やすいホームページになった

（今後に向けて）アクセス数を増やしたい

４７，２５０円

（実施内容）市民大会参加のための阿東選手団　団旗の購入

（実施時期）平成２５年１２月

（参加人数）

（参加人数）３５００人

（成果）阿東全域に戸別配布した

（評価）阿東地域選手団の士気高揚になり　選手集合の目当てになる

（今後に向けて）次年度から市民体育大会に使用したい

広報活動（あいらぶあとう　地域広報誌発行、掲示板）

（今後に向けて）今後も継続したい

ふれあい推進活動（山口市市民体育大会参加）

（成果）寒い日だったが、良い運動になった

３９，７４８円

（実施内容）グラウンドゴルフ大会の開催

（実施時期）平成２５年１１月１８日

５８５，３３３円

（実施内容）地域版広報誌の発行、掲示板設置

（実施時期）平成２５年５月～平成２６年３月

（成果）選手の団結につながる

（評価）阿東の情報を発信できた

（今後に向けて）より見やすい紙面づくりをめざす

広報活動（ホームページ作成）

３３，８１１円

ふれあい推進活動（グラウンドゴルフ大会）

（評価）親睦を深められた

（参加人数）１００人



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（実施内容）高岳登山道の草刈り整備をした

（実施時期）平成２５年１２月　５日

（参加人数）３人

（成果）土砂崩れで登山道が壊れていたが整備できた

１８，０５８円

（実施内容）阿東地域交流センターから片山天神様まで往復

（実施時期）平成２６年３月２７日

（実施時期）平成２６年３月５日

（参加人数）５５人

（成果）笑いヨガを体験して元気が出た

（評価）参加者みんな笑顔になった

（今後に向けて）参加者が昨年より少なかったので募集の方法を考えたい

健康づくり支援（健康ウォーク）

健康づくり支援（あとう健康づくり講演会）

１８，１８５円

（実施内容）笑いヨガの講演会を開催した

地域づくり計画推進（語らいセミナー）

９４，７２８円

（実施内容）阿東全域から参加者を募りセミナーを開催した

（実施時期）平成２５年６月２９日　７月２０日、９月２９日、１０月５日、１０月１２日

（参加人数）　　　　　　３９人　　　　　３７人　　　２９人　　　　２７人　　　４９人

（成果）テーマを決めてセミナーを開催した

（参加人数）約３０人

（成果）弁当もあり親睦を深めた

（評価）晴天に恵まれいい運動になった

（今後に向けて）今後も名所を回るウォーキングを続けたい

（評価）５地区の課題がわかった

（今後に向けて）今後も整備を続けたい

地域振興活動推進（高岳登山道整備）

（今後に向けて）課題の抽出ができたので今後に生かしたい

７０，０００円

（評価）登山道が崩れている箇所も確認できた



（４）安心・安全

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（成果）災害時　必要な用具が準備できた

（評価）7.28大雨さいがいの教訓から用具を揃えた

（今後に向けて）備品の管理を維持していきたい。

交通安全（交通安全ステッカー作成）

６０，０００円

（成果）マグネットシートを車に張って防犯活動をしてもらう

（成果）土壌消毒の効果があるので喜ばれた

（評価）大雨災害に早く対応できたと思う

（今後に向けて）援助を続けたい

防災組織の立ち上げ（防災用具購入）

５２４，４３７円

（参加人数）２人

（実施内容）ショベル・ポリタンク・バケツ・倉庫の購入

（実施時期）平成２６年３月２４日

（今後に向けて）防災訓練を実施したい

防災組織の立ち上げ（豪雨災害復旧援助）

８４，３８７円

（実施内容）７/２８大雨災害で浸水被害に遭われた家に消石灰を配布した

（実施時期）平成２５年８月～９月

（参加人数）１１地区

防災組織の立ち上げ（防災組織認定拡大）

１４，６５５円

（実施内容）鍛冶が原自治会の防災グッズの購入

（実施内容）安心安全見守り隊マグネットシート作成

（実施時期）平成２６年３月２８日

（参加人数）３０人

（評価）安心安全の意識が高まった

（今後に向けて）見守り隊の車を増やしたい

（参加人数）５人

（成果）防災用具を購入して住民の防災意識も高まった

（評価）防災用具を集会所に保管しておくことで　いざという時使用できる

（実施時期）平成２５年４月



（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（評価）町外の方にも喜ばれた

（今後に向けて）第２集を発行したい

イベント事業（センターまつり）

（成果）５地区の民族芸能の発表が盛大にできた

（評価）民俗芸能を一堂に会して披露したのは初めてだった

（今後に向けて）継続して、阿東の民俗芸能を発表する場を設けたい。

（参加人数）１５０人

イベント事業（懐かしい故郷の写真集）

土木工事（法定外公共物）

５，０４９，０００円

（実施内容）法定外公共物の整備

（実施時期）平成２５年６月～平成２６年３月

（参加人数）

（成果）法定外公共物の整備を１２か所行いました

環境実践事業（クリーン作戦）

１１８，０４３円

（実施内容）自治会周辺、道路清掃

（成果）自治会周辺の草取り、清掃ができた

（評価）道路清掃など年数回実施した

（今後に向けて）全地区一斉清掃日を決めたい

（実施時期）平成２５年４月～１２月

（参加人数）約４５７人

（評価）同上

１４９，６２６円

（実施内容）懐かしい故郷の風景の写真集の発行

１００，０００円

（実施内容）交流センターの開館に伴い民俗芸能の発表した

（実施時期）平成２５年７月１４日

（今後に向けて）地域内の要望に随時対応していく

（実施時期）平成２５年5月～12月

（参加人数）１６０冊

（成果）地域の方に懐かしいと好評だった



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（注）　事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載し
てください。

（評価）阿東の魅力を発信できた

（今後に向けて）心のこもったおもてなしをしたい

（実施時期）平成２５年５月～平成２６年３月

（参加人数）８００人

（成果）沿線の人々がＳＬの乗客に手を振ってくれた

（評価）多くの人の参加者があり乗客も喜ばれた

（今後に向けて）２６年度山口線が全線開通するのでおもてなしをしたい

イベント事業（ＳＬおもてなしイベント）

（実施時期）平成２６年３月２１～２３日

（参加人数）１００人

（成果）ＳＬで来られた乗客にトイトイのストラップ等配布しておもてなしできた

イベント事業（JR９０周年イベント支援）

２５，０００円

（実施内容）ＳＬに手を振ろうのチラシを作った

６０，０００円

（実施内容）地福駅でのＳＬおもてなしイベント実施


